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F 豚の飼養条件と 性能について 
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l. SPF 豚の飼養条件 

1)  環境管理規制 
SPF 豚の飼育では ，特定疾病 (SEP, AR, 

トキソプラズマ 症， 豚 赤痢など ) の再感染を防 

ぎ， SPF 状態を長期にわたり 維持するために ， 

疾病の浸潤し 難い清浄な環境下で 飼育すること 

が，基本的な 条件になっている。 従って，実際 

には，一般豚を 隔離飼育すること ，交通規制を 

すること，および 管理規制を守ることが ，その 

基本になっている。 現在実施されている SPF 

種豚 および繁殖豚を 対象とした SPF 豚 環境管 

理規制基準は ，表 ] に示す通りであ る。 

表 l SPF 豚 環境管理規制基準 ( 千葉県 ) 

環 境 

ュ ・ 豚舎位置は，一般豚舎からの 距離を最低 50m 

以上とし， 100m 以上離れていることが 望ましい。 

2. SPF 区域は， 周瑚 C 外 柵を設け人畜の 出入を 

規制する。 
3. 豚舎施設を新設の 場合は，処女地が 望ましい。 

豚 舎 

1. 既設豚舎を利用する 場合，一般 豚を オールアウ 

ト し ， 40 日間以上空ける。 

2. その間，豚舎，付属施設，器具等を 十分に洗 

浄，消毒する。 

3. 消毒後，防腐剤または ぺンキ を塗布する。 

4. 出入口の扉，消毒 槽 ，消毒施設 ( シャ ヮ 一室， 

煉 燕室 ) を設置する。 

交通規制 

1. 専従管理者および 車両以外の立入を 禁止する。 

2. 豚舎への立入は ， 必ずシャ ヮ 一で清浄後，消毒 

剤専用衣服を 着用。 

管理規制 

1. 飼養管理は，専従者が 当ることが望ましい。 

2. 敷料は，オガクズまたはチップとし ，ワラは消 

毒したものを 用いる。 

3. 物品搬入にあ たっては，消毒する。 

4. 給与飼料は， SPF 豚用 飼料とし，その 他の場 

合には消毒する。 

そ の 他 

1. 運動場は，処女地が 望ましい。 

  

2) 飼養条件と疾病汚染 度 
3. 土の入れ替え ，整地，殺虫剤散布および 石灰 消 

毒する。 
豚の慢性疾病群の 多発流行している 現状下で 4. 予防接種は豚コレラ ，豚丹毒，日本脳炎等適期 

SPF 豚 状態を長期にわたり 維持するため @C は ， に必ず実施する。 

表 ] に示すような ，環境管理規制が 必要条件に 4. 駆虫は，必要に 応じて実施する。 

* 千葉県養豚試験場 
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なってくる。 一般に，これが SPF 豚 普及上最 調査検討を重ねている。 
も 大きな障害 @c なっているかのような m 口裏 を与 今まで得られた 結果の概要は ， 次の通りであ 

えている。 る 。 

SPF 豚を広く， 一般養豚 家へ 普及させるた 試験方法 : 岩場 SPF 生産試験室で 生産され 

めの環境管理規制基準は ，出来るだけ 簡易な規 た Primary SPF 豚 18 頭， Secondary SPF 豚 

制で ，しかも普及性のあ ることが望ましく ， ま 43 頭，計 61 頭を供試し，表 2 の規制基準によ 

た 必要であ る。 そこで，筆者らは ， SPF 豚を り飼育し，疾病汚染度を 調査した。 

一般養豚 家へ 普及する場合の 環境および管理規 検査方法は，それぞれ 規定の体重に 達したも 

制の許容限界を 調査し， SPF 豚 環境管理規制 のから逐次と 殺解体し，表 3 の各項目につい 

基準設定に資するため ，飼養条件 ( 飼育環境， て ， SPF 検定法に準拠して 検査した。 

管理，飼料 ) と疾病汚染 度 との関係についての 

表 2 試験区分および 環境管理規制基準 

区 分 l 供試 頭数 l 規 Ⅱ 車両 
内 容 規 侍 Ⅱ 医 30 完全に規制された 豚舎 (SPF 清浄豚舎 ) 

l 1 区   1) 一般 豚と 接触させないように ，一般豚舎の 一部を区画し 消毒を実施。 

簡易規制 区 2)  豚舎入口に踏込み 消毒槽を設置。 

め 専用作業 衣 ， 長 グッのとりかえ 実施。 

¥ 2 区   4)  SPF 用飼料を利用。 

  1) 一般豚舎 ( 一般 豚 飼養中 ) を利用。 

無 規制 区 2)  直接接触しないよう 約 l0m 間隔をおいた。   め 管理者は一般 豚 同一管理人。 

4)  SPF 豚 片飼料を利用。 

無 規制 3 区       上記と同じ。 ただし，一般 豚用 飼料を利用 ( ペレットタイプ ) 

1) 一般豚舎 ( 一般 豚 飼養中 ) 豚房壁 ブロック仕切。 
無 規 制 4 区   2) 管理者，その 他一般 豚と 同じ。 

3)  SPF 豚用 飼料利用。 

無 規制 5 区       1)  一般豚舎 一般 豚と 直接接触可能。 
2)  SPF 豚用 飼料。 

表 3 各 疾 病 の 検 査 項 目 

  臨床検査解剖検査細菌検査病理組血清検査潜血反応 織検査   原虫検査 

      O ⑨ O O O 
A   O ⑨ O O O 
トキソプラズマ 症 O O O ⑥ ⑨ 

豚 赤 痢 ⑨ O O O ⑥ 

( 注 )  ⑨印は特に重要所見 

総合検査結果は ，表 4 の通りであ る。 

成績および考察 す な む ち， 無 規制 4 ～ 5 区を除いた他の 区 

特に重要な臨床，解剖所見を 中心に，細菌， は ，いずれも異常を 認めず，発育成績も 良好で 

組織，血清検査所見および 発育成績を加味した あ った。 また 4 一 5 区，特に 5 区においては ， 

一 8 一 
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表 4 総 合 検 査 成 績 

区 分   供講頭数 l 体重 (kg)l 検 査 結 果   検 査 機 関     

規 制 区 30 6-200   SpF 状態維持 千葉県養豚試験場 

    20- 丁 00     
千葉県中央家畜保健衛生所 
農林省家畜衛生試験場 

                2 区       20 ～ 100     

    20 ～ 100     

              2 区     20- Ⅰ 00     
  
      4 [               

  

  
4 区           20 ～ 90   SPF 状態維持不可能 

  ｜ ｜ 

  

明らかに特定疾病の 1 つであ る SEP 様 所見が く，また感染しても 軽く経過するものと 推察さ 

肺の尖 葉 ，心葉，中間葉の 一部にみられるもの れる。 

があ った。 しかし SPF の健康状態が ，一般 豚 したがって，実際の 規制は，飼育期間の 短 か 

に 比較して，特に 虚弱であ るということはな い 肉 豚などでは，肥育性向体重が ， 20kg 以上 

く ，発育等は一般 豚と 変わりはなかった。 であ ることなどから ，相当簡易化しても 良いよ 

以上のことから ，早急に結論を 出すことは出 うに思われる。 

来ないが， SPF 豚 環境管理規制のポイントは ， また 種豚 および繁殖 豚 においては，長期にわ 

一般 豚 ( 保菌豚 および 病豚 ) と直接接触をさけ たり SPF 状態を維持しなければならないこ 

ること，すなわち 一般 豚と 隔離飼育することが と， 保菌豚 となって次代への 感染源となる 危険 

規制の要点になるように 思われる。 性があ ること，試験データが 少ないことなどか 

疾病の最も感染しやすい 時期は， 幼豚 時代 ら考え，現時点においては ，本試験の規制 区 程 

( 生体重 20kg 時点まで ) といわれており ， こ 度の基準が必要であ るように考えられる。 

の時期を清浄な 豚舎で飼育すれば ， 豚 自身にも 以上の結果および ，その他 2 一 3 の実例など 

疾病に対する 免疫 能が 附与されて来る。 その から考察して ，将来予想される 経営形態 別 環境 

後，直接一般 豚と 接触しないような ，簡易な規 管理規制基準 ( 案 ) は，表 5 に示す通りであ 

制で 飼育しても， 比較的疾病の 再感染は少な る。 

表 5 SPF 豚 経営形態 別 環境管理規制基準 ( 案 ) 千葉県 

経営形態 l 豚舎の立地条件 l 規 吐 な仲 内 容 

積一 豚貫 繁経 殖営 1) 理規制条件に 現在実施されている 合致していること。 SPF 豚 環境管 1) 完全規制 
1) 一般豚舎が周囲 @c. ないこと。 1) 交通規制，豚舎の 周囲に柵をつける。 

内用素疎生産 2)  人 および車両の 通行が少なく ，交通 2) 豚舎に出入りの 際は ， 必ず専用作業 衣 ， 

一 貫 経 営 規制が容易なこと。 長 グッをとりかえる。 

(F, 豚 ) 3)  SPF 豚 片飼料を用 る 。 

4) 敷料はオガクズ ，チップを用いる。 

肥 育 豚 1) 比較的豚舎条件が 良いこと。 
( 肉 豚 )  2)  一般豚は飼養しない。   式
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しかし， この規制基準は ， あ くまでも ( 案 ) で SPF 化することが 可能であ る。 

あ り，今後試験研究が 進む @c つ れ，変更される 豚を SPF 化することにより ，豚の健康状態 
であ ろうことを追記しておきたい。 は 良好となり，塚本来の 能力を正しく 発揮させ 

2. SP 甘 豚の性能 ( 特に産肉能力 ) について ること SPF @C 豚 なる。 飼養による経営上の 最大のメリット 
SPF 豚は，発育を 阻害する特定疾病を 持っ は，発育成績および 飼料効率向上による 飼料費 
ていない健康な 豚の状態であ って，特別な 品種 の大幅節減が 期待されることであ る。 

ではない。 表 6 は， 各 SPF 豚 飼育場所から 発表されて 
したがって，いかなる 品種の豚でも ， これを いる Secondary SPF 豚の肥育成績であ る。 

表 6 SPF 豚 の 肥 育 成 績 

Secondary@ SPF@ @ 
区 分 所要日数   1 日平均増体重   飼料要求率 
20 kg ま で 56 - 60 357 ～ 333   
20  @  50  kg  まで 4 エ - 44 730 - 682 2.2 - 2,5 
50 - g0 kg まで 55 - 60 727 - 661 3.4 3.6 

20 - g0 kg まで 96 - 104 730 ～ 673 2.8 - 3. Ⅰ 
g0 kg 到達口輪 Ⅰ 52 - 164 

すなわち，実用化に 供用される Secondary  されている飼料および 給与基準星をそのまま 適 

SPF 肥育 豚 では， g0kg 到達日輪 152-164 日 用した場合，発育成績は 相当改善されるが 反 

前後，体重 20 ～ g0kg までの所要期間は ， 90 ～ 面，枝肉取引上，最も 不利な脂肪蓄積や 肉質の 

100 日前後，同期間内の 1 日平均増体重は ， 700  低下がみられることであ る。 
9 前後，飼料要求率 3.0 前後であ る。 これらの問題を 改善するためには ， SPF 豚 

産肉性では，例数は 少ないが，発育が 早いだ 飼養にマッチした ， SPF 豚 飼養標準設定が 急 

けに尾指になる 傾向は否定できない。 すなわ 務であ り，同時に品種の 育種改良なども 必要で 

ち ， SPF 豚 飼養に当って ， 現在一般 豚に 使用 あ る。 

表 7 試験区分および 給与飼料 

区 分   商 Ⅰ北山 要   
L  基準 20-50 豚 産肉検定飼料 ，， No.1  No.2 エ 1 ふ Ⅱ 6 Ⅰ 64.0 64.9 一日 2 回制限給与 

            20-50 50-90       
  

Y  159@  減       20-50 50 ～ 90       
  L  基準 20 50-90 一 50 一般 豚 片飼料 ( ( 前期 後期 ) ) 工 1 ムオ 52 75.4 7S.5 

Y  15%  減       20-50 50-90       

      

  

一丁 0  一 
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表 8 給与 量 基準則発育成績 

区 始 体重 工体重 肥育期間増体量増体重 1 日平均飼 料 終 丁 持   
有色   定 飼料 Y  15%  減 4 ふ 5% 色 8 94.9 士 2.5 7 オ 3 土 目 3 5 Ⅱ 4 士 し 6 704 %97.8 女山 0 山山 3 0 ， 0 5 185 士 10.6 豚 一般 基 準 20.2 士 0 ・ 2 90.4 士 0.2 82.0 士 9,6 70.2 士 0 ・ 3 862 士 88.4 2.62 士 0.31 142 士 7.1 
用 

鍾 Y  15%  減 %9.5 182 4 オ 7 7 土 色 5 9 出 9 七 % 5 7 ㏄ 0% 田 上 5 王 2 十 % 0 760 土 63.1 2 ㏄ 土 飢 丁 
表 9 給与基準別と 休 成績 

箆 L 基準 

  
肉       66.0 %2       75.0 士 0       f69.3 ヨ ヒ Ⅰ       31.3 士 Ⅰ       35.7 %1       33.0 %0       16.1 ヨ ヒ Ⅰ       3.0 千 0       6096 
右目 

力 Y 基 準 
      f61.9 士 2.2   73.0 ヨ ヒ Ⅰ       69.4 土 1.2 31.5 士 1.0   36 士 Ⅱ 1.0   32.3 士 1.0   1f6.1 士 1       2.7 士 0       Ⅰ 00 

検定 

錘 Y  15%  減   62.0 %2.3 72.6 士 1.0 73.4 士 0.8 31.1 土 0.6 36.5 士 0 32.1 士 1.2 16.9 千 0.6 え 士 4 0 ・ 4 Ⅰ 00 一般 豚 L  基準 3 3 f6b.8 士 1 74.3 土 0 69.7 士 1 29.6 士 1.4 36.9 士 1 33.4 士 1.7 1f6.1 二三Ⅰ 3.2 士 0 33 
用 

飼料 減 5 忽       f64.4 士 1.7   74.6 士 0 ・ 6   72.1 士 1.0   31.3 二ヒⅠ       36.6 士 1.2   32.0 士 1.0   15.5 士 0 ・ 8   0 2.8 士 ・ 2   100 

  

筆者らは，これら 一連の飼養試験と 併行し 

て ，表 7 に示すような 一般 豚用 飼料および給与 

基準量を設定し ，発育および 産肉性に関する 飼 

養試験を実施している。 

その成績は，表 B, g に示す通りであ る。 こ 

の成績は，快訊 豚 体重，季節および 飼養条件な 

どが若干異なり ，一概には い えないが，現在市 

販されている。 いわゆる一般 豚用 飼料を利用す 

8 場合の給与基準量は ， 豚 産肉能力検定ヨーク 

シャ一基準，ないしそれ 以下の給与基準量が 適 

当であ るように思われる。 

また表 8 の 豚 産肉能力検定飼料基準区の 成績 

が若干悪くなっている。 このことは，飼育した 

豚舎が新設のために ，床面コンクリートによる 

肢 蹄の損傷などが 大部の豚に見られたことなど 

一 11 

からして， その影響もかなり 大きいものと 思わ 

れる。 

また，先に実施した ， SPF 豚 飼料給与に関 

する研究の中で ，飼料給与量が 発育におよ ぽす 

影響について 検討した結果，飼料給与 鼻 と 飼叫 ; 斗 

要求率の両者間に ，相関関係が 認められず，量 

的影響は余りないことが 推察されている。 

すなわち， SPF 豚の場合，給与量を 制限し 
ても飼料効率などの 性能 ( 産肉性 ) には，影響 

されにくいことになると い える。 

以上のことを 簡単にまとめてみると ，次の通 

りであ る。 

SPF 豚を飼育する 場合の環境管理規制の ポ 
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イ ン ト は，一般 豚と 隔離飼育をすること ，交通 

規制および管理規制を 確実に守ることであ る。 

SPF 豚の実用化を 前提に， 広く一般養豚 家 
へ 普及させるための 環境管理規制基準につい 

て，試験を実施し 検討した結果，表 s に示すよ 

うな規制基準 ( 案 ) が推察された。 しかし， こ 

れはあ くまでも ( 案 ) の段階であ り，今後も試 

験研究を つ み重ね，更に 検討する必要があ る。 

2) SPF 豚の性能 ( 特に産肉能力 ) 

豚を SPF 化することにより ，塚本来の能力 

を正しく発揮させることが 出来る。 

今まで発表された 試験成績を集計してみる 

  

と ， 表 B @C 示す通りであ る。 

また， SPF 豚 飼養標準が設定されていない 

現在，一般 豚用 飼料を利用し 飼育する場合に 

は，給与量を 制限し発育を 調整しながら 育成す 

ることが必要であ るように思われる。 

SPF 豚の肥育成績については ， 組織的，系 

統的に実施した 試験は少なく ，また 供試豚 につ 

いても，大部分が 登記もれの発育の 悪い，いわ 

め る " はね 豚 " ( 去勢 豚ナの 寄せ集めであ るこ 

となどからして ， SPF 豚の本来の肥育成績お 

よび産肉性に 関する性能は ，雑種利用を 含めた 

今後に期待するところが 大きいようであ る。 

I2 一 
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